
































































関西電力株式会社 

No. 高浜１－熱時効－９rev2 事象：2相ステンレス鋼の熱時効 

 

質 問 

（別冊-5配管-4１次冷却材管-15頁） 

母管の熱時効に係る健全性評価について、重大事故等時(原子炉停止機

能喪失)におけるプラント条件（ピーク温度360℃、ピーク圧力18.5MPa）

を考慮しても、配管は不安定破壊することはないとした考え方及び具体的

根拠を提示すること。 

 

回 答 

重大事故等時のプラント条件を考慮した１次冷却材管に係る健全性評価

の具体的評価内容を添付－１に示します。 

 

重大事故等時における健全性評価への入力条件としては、プラント条件

が最も厳しくなるピーク温度360℃、ピーク圧力18.5MPaとしており、地震

荷重はＳｓ地震動による荷重としております。 

なお、通常運転時の条件から温度、圧力が異なっておりますが、重大事

故等時の条件においても従来評価方法が問題なく適用できると判断してお

り、評価結果として配管は不安定破壊することはないことを確認しており

ます。 

添付－１の評価は過去の電共研で得られたデータに基づき、き裂進展抵

抗（Jmat）とき裂進展力（Japp）を算出していますが、材料データ採取時

の試験温度と、重大事故等時のプラント条件の温度とは差があります。温

度差を考慮しても健全性評価結果に影響がないことを添付－２に示しま

す。 
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